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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
名
前
の
な
い
小
説
　
２

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
９
８
４
Ｓ

【
作
者
名
】

　
中
村
美
紀

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
は
２
０
ｘ
ｘ
ｘ
年
。

ゾ
ン
ビ
タ
ウ
ン
、
東
京
。

主
人
公
、
中
村
美
紀
は
・
・
・
ゾ
ン
ビ
タ
ウ
ン
で
暮
ら
し
て
い
た
。
ゾ
ン
ビ
を

殺
し
て
生
き
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と
。
あ
る
日
、
男
の
子
を
見
つ
け
・
・
・

人
と
出
会
い
で
、
別
れ
、
裏
切
り
、
恋
愛
、
真
実
、
嘘
、
失
恋
。

歯
車
は
回
っ
た
ば
か
り
・
・
・
・



2

ж
ブ
ロ
ッ
ド
・
サ
リ
ン
ж
（
前
書
き
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

新
作
で
す
。
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ж
ブ
ロ
ッ
ド
・
サ
リ
ン
ж

『
は
ぁ
は
ぁ
！
』

コ
コ
は
何
所

何
で
、
逃
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
よ
！

『
う
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
バ
ン
バ
ン
バ
ン
バ
ン
！
』

何
で
ワ
タ
シ
ガ
銃
を
持
っ
て
・
・
・
・

人
い
え
・
・
・
ゾ
ン
ビ
を
殺
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
よ
！

な
ぜ
よ
・
・
・
。

そ
う
、
一
ヶ
月
前

事
件
が
起
こ
っ
た
。

私
は
、
普
通
に
学
校
に
行
こ
う
と
思
っ
て
・
・
・
外
を
出
る
と
。

当
た
り
は
人
が
殺
し
あ
っ
て
い
た
。

首
を
噛
み
千
切
り
あ
い
、
そ
れ
は
ま
る
で
動
物
。

す
る
と
、
そ
の
人
た
ち
が
こ
っ
ち
を
見
る
と
・
・
・
・
私
を
襲
お
う
と
こ
っ
ち

に
来
る

そ
れ
が
、
始
ま
り
。

私
は
、
一
歩
も
家
に
出
れ
な
か
っ
た
・
・
・
ど
ん
ど
ん
あ
い
つ
ら
が
集
ま
る
。

怖
い
・
・
・
！

す
る
と
、
下
の
窓
が
壊
さ
れ
る
音
が
し
た
。

も
う
、
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
と
き
・
・
・
私
の
そ
ば
に
・
・
・
ち
ょ
っ
と
長
い
鋏

が
あ
っ
た
。
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そ
し
て
、
私
は
決
心
し
た
。

戦
お
う
と
・
・
・
・
も
し
か
し
た
ら
、
ま
だ
生
き
て
る
人
が
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
っ
て
。

『
な
っ
！
・
・
・
も
う
、
弾
が
な
い
・
・
・
！
ク
ソ
・
・
・
や
っ
ぱ
こ
れ
ね
』

私
は
、
鋏
を
出
し

敵
に
走
り
な
が
ら
・
・
・
殺
す
！

第
一
話
　
ア
ン
タ
何
者
？

私
は
い
つ
も
通
り
、
街
で
戦
っ
て
い
る
と
・
・
・

一
人
の
金
髪
の
男
の
子
が
車
の
中
で
気
絶
し
て
い
た
・
・
・
私
は
す
ば
や
く
、

そ
の
子
を
家
に
運
ん
だ

『
は
ぁ
～
・
・
・
も
し
、
コ
イ
ツ
が
ゾ
ン
ビ
だ
っ
た
ら
・
・
・
真
っ
先
に
殺
そ

う
』

そ
う
口
に
し
い
た
ら
、
彼
が
目
を
開
け
た

私
は
、
す
ば
や
く
鋏
を
だ
し
た
。

す
る
と
、
彼
は
こ
っ
ち
を
見
て
・
・
・
・

驚
い
た
顔
し
て
い
た
。

『
・
・
・
ア
ン
タ
、
日
本
語
わ
か
る
？
っ
て
日
本
人
だ
よ
ね
』

す
る
と
、
彼
が
口
を
開
い
た

楓
「
・
・
・
水
・
・
・
く
だ
さ
い
」
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私
は
、
コ
ッ
プ
に
水
を
い
れ

彼
に
渡
し
た
。

す
る
と
、
彼
は
・
・
・
水
を
ま
い
ま
じ
と
見
て
・
・
・
そ
れ
を
飲
ん
だ
。

『
ね
ぇ
、
名
前
は
？
』

楓
「
・
・
・
・
俺
の
名
前
は
、
楓
」

『
楓
ね
、
私
は
美
紀
・
・
・
よ
ろ
し
く
』

私
は
手
を
だ
し
た
ら
、
彼
は
・
・
・

楓
「
助
け
て
く
れ
て
・
・
・
あ
り
が
と
う
。
何
そ
の
手
」

『
握
手
』

楓
「
・
・
・
握
手
な
ん
か
し
ね
ー
よ
」

彼
は
、
私
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た
。

下
か
ら
上
へ

上
か
ら
下
へ

す
る
と
、
家
に
帰
り
た
い
と
か
い
い
だ
し
た
。

『
は
ぁ
？
・
・
・
・
あ
ん
た
、
家
に
帰
り
た
い
っ
て
・
・
・
バ
カ
？
』

楓
「
バ
カ
じ
ゃ
な
い
・
・
・
に
し
て
も
、
何
で
そ
ん
な
に
汚
い
ん
だ
よ
・
・
・

風
呂
と
か
入
れ
よ
」

『
う
る
さ
い
・
・
・
だ
い
た
い
、
外
の
出
来
事
を
し
ら
な
い
の
？
・
・
・
ゾ
ン

ビ
が
群
れ
て
る
の
よ
！
』

楓
「
は
ぁ
？
頭
い
か
れ
て
る
の
？
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
信
じ
る
わ
け
も
・
・
・
。

」『
ん
な
ら
、
外
に
で
ろ
』

楓
「
・
・
・
は
ぁ
？
俺
ま
だ
・
・
」

『
外
に
で
て
み
ろ
っ
て
い
っ
て
ん
だ
よ
！
！
！
』
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彼
は
、
び
っ
く
り
し
た
顔
で
・
・
・
私
を
み
て
い
た
。

そ
し
て
、
彼
を
連
れ
て
・
・
・
外
に
出
た
。

彼
は
最
初
は
び
っ
く
り
し
て
い
た
。

周
り
や

人
々
や

何
も
か
も

家
に
戻
っ
て
き
た
ら
・
・
・
彼
は
、
ず
っ
と
黙
り
込
ん
で
い
た
。

私
の
ベ
ッ
ト
に
よ
こ
に
な
り
・
・
・
何
か
を
考
え
る
よ
う
に

私
は
、
彼
を
そ
っ
と
し
て
置
い
た
。

翌
日
、
私
は
朝
ご
は
ん
を
作
ろ
う
と
・
・
・
起
き
た
ら
、
彼
が
何
か
を
作
っ
て

る
の
に
気
づ
い
た
。

『
ん
ぅ
・
・
・
・
？
』

楓
「
起
き
た
か
・
・
・
飯
作
っ
て
お
い
た
。
」

幸
い
、
こ
の
家
に
は
電
気
が
つ
い
て
い
て

ゾ
ン
ビ
も
近
寄
ら
な
い
と
こ
ろ
。

だ
か
ら
、
普
通
に
睡
眠
で
き
る
し
・
・
・
私
の
ア
ジ
ト
で
あ
る
。

『
あ
、
あ
り
が
と
う
・
・
・
・
』

楓
「
風
呂
入
っ
て
く
る
・
・
・
服
・
・
・
た
の
む
」

そ
う
い
い
、
彼
は
風
呂
場
に
い
っ
た
。

私
は
、
上
の
部
屋
に
い
き
・
・
・
・
男
用
の
服
が
な
い
か
探
し
た
。

楓
「
・
・
・
ふ
ぅ
ー
ま
さ
か
、
男
用
の
制
服
が
あ
っ
た
と
は
・
・
・
・
」
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『
ち
ょ
う
ど
、
上
の
男
部
屋
に
あ
っ
た
の
・
・
・
そ
の
ガ
ク
ラ
ン
』

私
は
、
彼
の
ガ
ク
ラ
ン
姿
ま
じ
ま
じ
と
見
た
。

そ
し
て
、
私
も
風
呂
入
ろ
う
と
・
・
・
し
た
時
だ
っ
た
。

楓
「
お
い
・
・
・
」

『
ん
？
』

楓
「
昨
日
は
、
ご
め
ん
」

『
・
・
・
え
？
・
・
う
ん
』

初
め
て
彼
が
、
謝
っ
た
時
だ
っ
た
。

彼
は
こ
ろ
こ
ろ
と
性
格
が
変
わ
る
神
経
な
の
か
？

に
し
て
も
、
料
理
上
手
だ
っ
た
し
・
・
・
風
呂
な
ん
て
・
・
・
特
殊
な
の
に
、

使
い
こ
な
せ
る
な
ん
て

あ
い
つ
、
何
者
？

私
は
そ
う
思
い
な
が
ら
、
風
呂
場
に
い
っ
た
。
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ж
ブ
ロ
ッ
ド
・
サ
リ
ン
ж
（
後
書
き
）

漢
字
間
違
い
が
あ
れ
ば
、
感
想
の
ほ
う
へ
・
・
書
い
て
く
だ
さ
い
。



9

第
２
話
　
メ
ガ
ネ
　
第
３
話
　
少
女
（
前
書
き
）

こ
こ
は
２
０
ｘ
ｘ
ｘ
年
。

ゾ
ン
ビ
タ
ウ
ン
、
東
京
。

楓
と
暮
ら
し
始
め
る
美
紀
。
楓
に
は
び
っ
く
り
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
し
て
、
新
た
な
女
の
子
発
見
す
る
が
・
・
・
・
。
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第
２
話
　
メ
ガ
ネ
　
第
３
話
　
少
女

第
二
話
　
メ
ガ
ネ

ワ
タ
シ
が
風
呂
か
ら
で
た
ら
、
い
き
な
り

私
を
、
見
て
・
・
・
こ
う
言
い
出
し
た
。

楓
「
武
器
・
・
・
・
」

『
・
・
武
器
？
・
・
あ
、
そ
う
だ
。
な
か
っ
て
ね
・
・
・
後
で
』

私
は
、
自
分
の
部
屋
に
い
き
・
・
・
乾
い
た
服
を
着
る
。

あ
い
つ
に
は
・
・
・
何
の
武
器
が
い
い
の
か
し
ら

そ
う
考
え
て
る
と
、
彼
の
声
が
し
た
。

楓
「
・
・
・
い
い
体
だ
な
」

『
え
・
・
・
！
？
／
／
／
／
／
／
／
』

彼
が
、
部
屋
に
中
に
い
た
の
だ
・
・
・
。

し
か
も
、
ま
じ
ま
じ
に
体
を
み
て
い
る
・
・
・
へ
っ
・
・
・
変
態
！

『
変
態
！
何
所
か
い
け
！
』

楓
「
早
く
し
て
く
れ
、
俺
も
早
く
安
心
し
た
い
ん
だ
」

『
と
り
あ
え
ず
、
部
屋
か
ら
出
ろ
！
／
／
／
／
／
／
／
』

彼
は
、
は
い
は
い
と
い
い
な
が
ら
部
屋
を
出
た
。

数
分
後

私
と
彼
は
、
地
下
室
に
い
た
。
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地
下
室
は
、
ワ
タ
シ
が
集
め
た
銃
や
刀
が
あ
る
。

で
も
、
ま
だ
ま
だ
街
に
は
あ
る
、
だ
か
ら
私
は
ま
だ
全
部
集
め
て
い
な
い
。

楓
「
ふ
ー
ん
・
・
・
こ
こ
か
、
い
っ
ぱ
あ
る
な
」

『
３
個
ま
で
、
後
は
ダ
メ
だ
。
』

楓
「
・
・
・
い
い
よ
、
よ
し
・
・
・
」

彼
は
、
い
ろ
い
ろ
見
な
が
ら
・
・
・
長
い
刀
と
ナ
イ
フ
・
・
・
と
メ
ガ
ネ
？

『
メ
ガ
ネ
・
・
・
何
で
こ
こ
に
』

楓
「
メ
ガ
ネ
は
、
昨
日
外
に
出
た
と
き
・
・
・
店
で
見
か
け
て
・
・
・
盗
ん
で

き
た
」

そ
し
て
、
彼
は
ニ
ヤ
と
微
笑
む

初
め
て
、
私
は
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

『
そ
っ
そ
う
か
・
・
・
よ
し
、
い
く
ぞ
』

楓
「
そ
れ
っ
・
・
・
。
」

『
！
・
・
・
は
っ
』

私
は
ナ
イ
フ
を
す
ば
や
く
よ
け
た
。

彼
は
、
ニ
ヤ
ッ
と
し
た
。

楓
「
反
射
神
経
す
ご
い
な
。
」

『
・
・
・
こ
ん
な
、
暮
ら
し
し
た
ら
・
・
・
自
然
に
身
に
つ
け
る
わ
』

楓
「
そ
う
」

私
は
先
に
、
上
に
い
っ
た

今
日
は
夜
に
、
外
を
出
た
。
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私
は
、
彼
を
見
た
。
楽
し
そ
う
に
、
殺
し
て
い
る
・
・
・

そ
れ
は
、
ま
る
で
、
お
も
ち
ゃ
を
殺
す
よ
う
な
顔
・
・
・
こ
っ
怖
い
。

す
る
と
、
ゾ
ン
ビ
が
後
ろ
か
ら
抱
き
つ
い
て
き
た
。

『
ク
ソ
！
・
・
・
う
り
ゃ
！
』

楓
「
ふ
っ
・
・
・
後
ろ
は
苦
手
？
」

『
う
る
さ
い
！
』

私
は
、
銃
で
ゾ
ン
ビ
の
頭
を
う
っ
ち

鋏
で
頭
を
切
る
。

頭
が
飛
ぶ
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

楓
「
お
前
っ
て
す
げ
ー
な
」

『
え
？
』

楓
「
こ
れ
を
、
毎
日
・
・
・
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
」

私
た
ち
は
、
コ
ン
ビ
ニ
に
今
い
る

食
べ
物
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
人
が
増
え
る
と
・
・
・
食
べ
る
の
も
多
い
。

楓
「
よ
か
っ
た
、
こ
の
メ
ガ
ネ
が
役
に
立
っ
て
」

『
そ
う
ね
、
あ
り
が
と
う
』

そ
う
、
さ
っ
き
・
・
・
メ
ガ
ネ
の
反
射
で
ゾ
ン
ビ
を
驚
き

私
に
く
っ
つ
い
て
た
ゾ
ン
ビ
が
離
れ
た
瞬
間
・
・
・
す
ぐ
に
、
私
は
頭
を
打
っ
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た
。

楓
「
よ
し
、
い
く
か
」

『
う
ん
・
・
・
車
、
お
願
い
ね
・
・
・
』

彼
は
、
車
に
乗
り
・
・
・
さ
っ
さ
と
、
家
に
も
ど
っ
た
。

私
は
、
ゾ
ン
ビ
を
殺
し
な
が
ら
・
・
・
武
器
の
探
し
へ

あ
の
と
き
、
武
器
探
し
て
い
な
か
っ
た
ら
・
・
・
こ
の
子
を
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
か
も
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
三
話
　
少
女

古
い
ビ
ル
を
探
索
し
て
い
る
と

一
人
の
女
の
子
の
鳴
き
声
が
し
た
。

そ
こ
に
向
う
と
、
私
よ
り
一
つ
か
二
つ
下
の
子
が
い
た
・
・
・

と
な
り
に
、
ゾ
ン
ビ
に
噛
ま
れ
た
そ
の
子
の
母
親
の
姿
が
あ
っ
た
。

私
は
、
そ
の
子
に
駆
け
寄
っ
た
。

母
親
は
も
う
、
ダ
メ
だ
・
・
・
な
ん
と
し
て
も
こ
の
子
を
！

す
る
と
、
母
親
が
・
・
・
私
の
手
を
と
り

こ
う
い
っ
た
。

母
親
「
彼
女
・
・
・
を
・
・
・
お
ね
・
・
が
い
・
・
し
・
・
ま
す
っ
」

『
・
・
は
い
』

少
女
「
ぉ
カ
ぁ
ー
さ
ん
！
嫌
だ
！
・
・
・
い
や
あ
あ
あ
だ
あ
あ
あ
あ
！
」
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彼
女
は
叫
び
は
じ
め
て
・
・
・

こ
れ
じ
ゃ
、
や
ば
い
・
・
・
に
げ
な
き
ゃ
！

『
早
く
！
・
・
・
こ
こ
も
や
ば
い
！
』

少
女
「
い
や
よ
！
私
は
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
！
」

『
バ
カ
！
ア
ン
タ
も
ゾ
ン
ビ
に
な
り
た
い
の
！
？
！
！
！
』

す
る
と
、
彼
女
は
黙
り
込
み

立
ち
上
が
っ
た
。

私
は
、
そ
の
子
の
手
を
引
っ
張
っ
た
。

彼
女
を
引
っ
張
り
な
が
ら
・
・
・
・
私
は
、
走
っ
て
家
に
帰
っ
た
。

家
に
帰
る
と
、
楓
が
い
た
。

『
た
だ
い
ま
。
』

少
女
「
・
・
・
お
邪
魔
し
ま
す
」

楓
「
お
か
え
り
ー
・
・
・
っ
て
、
新
し
い
子
か
な
」

楓
は
、
微
笑
み
な
が
ら
迎
え
入
れ
る
。

彼
女
は
、
彼
を
見
て
ほ
っ
と
・
・
・
し
た
の
か
・
・
・
玄
関
で
倒
れ
て
し
ま
っ

た
。

私
の
部
屋
で
休
ま
せ
て
い
る
と
・
・
・
。

彼
が
や
っ
て
き
た
。

楓
「
晩
飯
・
・
・
ま
だ
だ
ろ
」

『
あ
・
・
あ
り
が
と
う
』

彼
は
、
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ
て
・
・
・

そ
れ
を
、
私
に
渡
し
て
・
・
も
う
一
個
は
彼
が
食
う
。
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私
は
、
ひ
さ
び
さ
に
米
食
べ
た
。

『
お
い
し
い
・
・
。
』

楓
「
そ
う
か
・
・
・
よ
か
っ
た
。
」

そ
し
た
ら
、
彼
が
い
き
な
り
・
・
・
私
の
手
を
と
っ
た
。

楓
「
何
だ
よ
！
こ
れ
・
・
・
・
傷
だ
ら
け
じ
ゃ
ん
！
」

『
え
あ
・
・
・
う
ん
。
日
に
ち
が
た
て
ば
消
え
る
か
ら
』

す
る
と
、
楓
が
し
た
に
む
か
っ
た
・
・
・
そ
の
時
、
女
の
子
が
起
き
た
。

『
大
丈
夫
？
』

少
女
「
ん
ぅ
・
・
・
お
か
あ
・
・
・
さ
ん
は
？
」

『
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
』

少
女
「
！
・
・
・
何
で
！
何
で
た
す
け
な
か
っ
た
の
！
」

彼
女
は
、
ま
た
な
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
私
を
み
て
・
・
・
・

少
女
「
ゆ
る
さ
な
い
！
ア
ン
タ
な
ん
か
死
ん
で
し
ま
え
！
」

私
は
、
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
・
・
何
も
い
え
な
か
っ
た
。

す
る
と
、
パ
シ
ン
と
音
が
聞
こ
え
た
。

そ
れ
は
、
楓
が
彼
女
の
頬
を
叩
い
た
音
だ
っ
た
・
・
・
。

少
女
「
何
す
る
の
よ
！
」

楓
「
謝
れ
・
・
・
助
け
て
も
ら
っ
た
人
に
、
今
す
ぐ
あ
や
ま
れ
！
！
！
！
！
」

彼
女
は
は
っ
と
し
た
よ
う
な
顔
で
、
私
を
見
た
。



16

今
私
の
顔
は
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。

あ
れ
か
ら
、
沈
黙
が
続
い
た
。

楓
は
私
の
掠
り
傷
を
消
毒
し
て
い
た
。
彼
女
は
楓
を
見
て
い
た
。

私
は
、
口
を
開
い
た
。

『
お
母
さ
ん
の
こ
と
は
、
ご
め
ん
な
い
さ
い
。
か
ま
れ
た
時
点
で
も
う
、
ダ
メ

だ
っ
た
の
』

少
女
「
・
・
・
・
も
う
い
い
で
す
。
私
こ
そ
、
ご
め
ん
な
さ
い
』

楓
「
俺
も
、
ご
め
ん
・
・
・
頬
痛
い
だ
ろ
」

３
人
と
謝
る
と
、
ま
た
沈
黙
。

そ
し
た
ら
、
楓
が
・
・
・
・
・
。

楓
「
な
ぁ
、
お
前
の
名
前
は
？
」

理
奈
「
私
の
名
前
は
理
奈
」

『
私
は
美
紀
、
こ
っ
ち
が
楓
』

す
る
と
、
彼
女
は
彼
を
み
て
・
・
・
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
た
。

も
し
か
し
て
・
・
・
・
。

「
楓
っ
て
言
う
だ
ぁ
、
外
国
人
だ
と
思
っ
た
」

「
あ
の
な
ぁ
、
俺
は
そ
ん
な
に
外
国
人
に
見
え
る
か
？
」

数
分
後
た
つ
と
、
２
人
で
盛
り
上
が
っ
て
る
。

何
か
、
心
が
元
に
戻
る
気
が
し
た
・
・
・
。
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第
２
話
　
メ
ガ
ネ
　
第
３
話
　
少
女
（
後
書
き
）

漢
字
間
違
い
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
の
ほ
う
へ
お
願
い
し
ま
す
。

別
に
一
言
の
と
こ
ろ
で
も
、
お
願
い
し
ま
す
。



18

第
４
話
　
私
の
心
＆
新
た
な
男
の
子
　
第
５
話
　
新
た
な
恋
心
（
前
書
き
）

こ
こ
は
２
０
ｘ
ｘ
ｘ
年
。

ゾ
ン
ビ
タ
ウ
ン
、
東
京
。

離
れ
て
い
く
恋
心
、
胸
の
奥
が
ち
く
っ
と
い
た
く
な
る
。

そ
し
て
新
た
な
男
の
子
登
場
、
だ
が
そ
の
子
は
前
告
白
し
た
相
手
で
・
・
・
・
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第
４
話
　
私
の
心
＆
新
た
な
男
の
子
　
第
５
話
　
新
た
な
恋
心

第
四
話
　
私
の
心
＆
新
た
な
男
の
子

数
日
後
、
彼
女
は
武
器
室
に
行
き
、
武
器
を
選
ん
だ
。

彼
女
は
大
き
い
鎌
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
ハ
ン
ド
ガ
ン
二
つ
。
私
的
に
は
い
い
チ
ョ

イ
ス
だ
と
思
っ
た
。

選
び
終
え
て
、
彼
女
は
彼
に
べ
っ
た
り
く
つ
い
て
い
た
。
ま
る
で
恋
人
。

理
奈
「
ね
ぇ
、
こ
れ
は
ど
う
や
っ
て
・
・
・
？
」

楓
「
知
ら
な
い
で
、
選
ん
だ
の
か
・
・
・
馬
鹿
だ
な
＾
＾
」

理
奈
「
な
っ
、
ひ
ど
い
」

私
は
、
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
た
。
何
か
、
行
く
き
が
な
い
・
・
・
。

私
の
心
に
あ
る
感
情
が
め
ば
い
て
い
た
の
だ
。

そ
れ
は
・
・
・
・

『
恋
』

昔
、
私
は
あ
る
人
に
恋
を
し
て
・
・
・
い
た
。
同
年
代
の
幼
な
じ
み
。
だ
け
ど
、

彼
は
私
を
嫌
っ
て
い
た
。
告
白
の
時

も
・
・
・
。

『
つ
っ
つ
き
あ
っ
て
く
だ
さ
い
！
』

彼
「
・
・
・
・
嘘
だ
ろ
？
ご
め
ん
な
、
ア
ン
タ
み
た
い
な
人
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
い

し
。
」

今
で
も
、
思
い
出
す
と
ナ
ミ
ダ
が
出
る
。
す
る
と
、
私
の
部
屋
が
勝
手
に
開
く
。
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楓
「
ち
ょ
っ
ご
め
ん
・
・
・
ど
っ
ど
う
し
た
？
」

『
な
っ
、
何
で
も
な
い
』

私
は
、
ナ
ミ
ダ
を
拭
き
。
部
屋
を
出
る
。
さ
ぁ
、
今
日
は
探
索
し
な
い
と
・
・
・

。も
う
、
会
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
・
・
。

『
今
夜
、
私
探
索
い
っ
て
く
る
。
』

理
奈
「
え
、
、
、
大
丈
夫
な
の
！
？
美
紀
さ
ん
！
」

楓
「
大
丈
夫
、
こ
い
つ
は
・
・
・
ベ
テ
ラ
ン
だ
か
ら
」

彼
は
、
彼
女
に
微
笑
む
。
何
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
る
の
よ
・
・
・
馬
鹿
。
私
は
さ
っ

さ
と
食
事
を
終
わ
ら
せ
。
立
ち
上
が
る
と
楓
が
・
・
・
。

楓
「
大
丈
夫
か
？
」

『
大
丈
夫
、
ア
ン
タ
は
理
奈
と
こ
こ
に
い
て
』

楓
「
・
・
・
・
・
・
。
わ
か
っ
た
」

私
は
、
さ
っ
さ
と
家
を
出
た
。

夜
の
探
索
は
初
め
て
で
あ
る
。
今
夜
は
満
月
。

月
の
明
か
り
が
、
街
を
照
ら
す
。
私
は
鋏
を
も
ち
歩
い
て
い
た
。

す
る
と
、
銃
弾
の
音
が
し
た
。
私
は
そ
こ
に
向
う
。
人
間
！
人
間
が
ま
だ
・
・
・

・
・
。

そ
こ
に
は
・
・
・
・
・

彼
「
バ
ン
バ
ン
バ
ン
！
限
が
な
い
な
！
こ
の
！
」

銃
で
、
う
っ
て
・
・
・
・
木
刀
を
自
由
自
在
に
振
り
、
ゾ
ン
ビ
を
殺
し
て
い
る
・
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・
・
堅
一
が
い
た
。

私
が
、
あ
ま
り
に
ひ
さ
び
さ
で
、
、
、
見
て
い
る
と
。
後
ろ
か
ら
二
匹
の
ゾ
ン

ビ
が
襲
い
掛
か
る
。

『
・
・
・
・
・
。
っ
！
や
っ
！
！
！
』

堅
一
「
だ
っ
・
・
・
美
紀
！
こ
の
や
ろ
う
！
」

す
る
と
、
彼
は
瞬
間
に
二
匹
の
ゾ
ン
ビ
を
殺
す
。

私
は
、
後
ろ
を
向
く
・
・
・
早
い
。
そ
の
後
、
私
も
加
わ
り
、
ゾ
ン
ビ
殺
し
を

し
た
。

堅
一
「
・
・
・
・
。
」

『
・
・
・
・
・
・
・
・
。
』

私
は
何
も
言
わ
な
い
で
、
道
路
を
歩
い
て
い
る
。
彼
は
た
だ
、
つ
い
て
来
る
。

空
は
も
う
、
明
け
方
だ
。

私
が
、
空
を
見
る
と
、
彼
が
口
を
開
く
。

堅
一
「
お
前
、
今
何
所
に
住
ん
で
る
ん
だ
？
」

『
・
・
・
・
家
』

堅
一
「
そ
う
か
、
、
、
俺
は
、
こ
れ
で
帰
る
よ
」

彼
は
、
違
う
方
向
の
道
に
行
く
・
・
・
。
私
は
、
彼
に
つ
い
て
い
っ
た
。
私
何

し
て
る
ん
だ
ろ
う
。

彼
は
何
も
言
わ
ず
、
ア
ジ
ト
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。



22

楓
サ
イ
ド
　
彼
の
心

「
美
紀
さ
ん
、
遅
い
で
す
ね
」

『
そ
う
だ
な
・
・
・
・
』

彼
女
の
ナ
ミ
ダ
の
を
み
た
時
、
胸
が
く
る
し
く
な
っ
た
・
・
・
。

何
だ
こ
れ
は
・
・
・
今
、
思
い
出
し
て
み
る
と
・
・
ま
だ
痛
む
。

す
る
と
、
理
奈
が
俺
の
顔
を
覗
く
。

理
奈
「
楓
？
」

『
・
・
・
・
っ
ん
？
ご
め
ん
・
・
・
ち
ょ
っ
と
考
え
事
』

朝
食
を
食
っ
て
、
俺
は
彼
女
を
ま
っ
た
・
・
・

俺
は
頭
の
中
で
ケ
ガ
し
て
帰
っ
て
こ
な
い
と
か
、
ゾ
ン
ビ
化
し
て
し
ま
っ
た
と

か
・
・
・
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
。

そ
し
て
、
ふ
と
思
っ
た
。
最
近
俺
は
、
彼
女
に
。
す
る
と
、
理
奈
が
俺
の
膝
に

座
り
・
・
・
唇
に
キ
ス
を
し
た
。

理
奈
「
ん
っ
・
・
・
」

『
ん
ん
・
・
・
・
』

俺
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
最
低
な
男
だ
。

体
も
汚
れ
て
い
る
。

美
紀
、
こ
れ
で
も
・
・
・
俺
を
愛
し
て
く
れ
る
か
？

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
五
話
　
新
た
な
恋
心
？

堅
一
「
た
だ
い
ま
ー
。
皆
無
事
か
？
」
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お
爺
さ
ん
「
お
お
っ
、
堅
一
か
、
、
、
お
か
え
り
な
さ
い
」

そ
こ
に
は
、
何
十
人
と
大
人
や
子
供
が
い
た
。
皆
無
事
だ
ぁ
・
・
・
。

私
は
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
る
と
、
堅
一
が
私
を
見
て
・
・
微
笑
む
。

堅
一
「
何
、
お
前
・
・
・
き
も
い
」

『
き
っ
き
も
い
っ
て
何
よ
！
・
・
・
・
き
も
く
は
・
・
・
・
・
っ
』

私
は
体
が
い
き
な
り
、
倒
れ
た
・
・
・
頭
が
痛
い
・
・
。

そ
う
だ
、
、
、
私
熱
が
あ
っ
た
ん
だ
。
私
は
ゆ
っ
く
り
と
目
を
閉
じ
た
。
何
し

て
る
ん
だ
ろ
う
・
・
・
・
私
。

（
（
「
キ
ミ
は
ボ
ク
の
モ
ノ
」
）
）

何
か
、
体
が
ふ
わ
ふ
わ
し
て
る
。
何
こ
れ
、
私
は
ち
ょ
っ
と
目
を
開
け
た
・
・
・

。す
る
と
、
隣
に
子
供
が
私
を
見
て
い
た
。
堅
一
が
入
っ
て
き
た
。

堅
一
「
大
丈
夫
か
？
」

『
え
あ
・
・
・
・
う
ん
』

私
は
起
き
上
が
る
と
、
堅
一
が
手
を
差
し
出
し
た
。

堅
一
「
ま
だ
、
起
き
る
な
・
・
・
少
し
は
休
ん
で
お
け
」

『
い
い
・
・
・
帰
ら
な
い
と
』

す
る
と
、
彼
の
手
が
私
の
手
を
握
る
。
私
は
顔
が
熱
く
な
っ
た
。

彼
は
と
て
も
い
い
人
、
昔
か
ら
変
わ
っ
て
な
い
。

『
な
っ
／
／
／
／
／
』
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堅
一
「
ま
だ
、
寝
て
ろ
。
明
日
送
っ
て
あ
げ
る
か
ら
・
・
・
。
い
っ
そ
う
な
ら
、

、
、
こ
こ
で
」

私
は
、
彼
の
顔
を
見
た
。
子
供
た
ち
が
、
私
と
堅
一
を
見
て
叫
ん
だ
。

少
年
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
堅
一
お
兄
ち
ゃ
ん
が
！
」

少
女
「
お
姉
ち
ゃ
ん
に
コ
ク
ハ
ク
し
て
る
！
」

『
え
？
？
？
』

い
や
い
や
、
子
供
よ
・
・
・
こ
れ
は
告
白
じ
ゃ
な
い
ぞ
。

私
を
フ
ッ
と
笑
い
、
目
を
閉
じ
た
。
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
い
い
よ
ね
・
・
・
。

失
恋
し
た
後
、
私
は
毎
晩
泣
い
た
・
・
・
。
ナ
ミ
ダ
が
枯
れ
る
ほ
ど
・
・
・
そ

し
て
、
彼
が
嫌
い
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
ゾ
ン
ビ
が
・
・
・
ゾ
ン
ビ
が
・
・
・
。

「
美
紀
！
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
隠
れ
な
さ
い
！
」

『
お
父
さ
ん
！
う
わ
っ
！
』

硬
く
閉
め
ら
れ
た
、
ド
ア
は
・
・
・
・
数
日
た
っ
て
も
閉
ま
っ
た
ま
ま
・
・
・

だ
っ
た
。

ド
ア
の
隙
間
に
は
・
・
・
・
・
。

『
は
ぁ
っ
！
・
・
・
・
つ
・
・
・
。
』

お
爺
ち
ゃ
ん
「
お
き
た
か
い
？
」

隣
に
お
爺
ち
ゃ
ん
が
い
た
、
や
さ
し
く
微
笑
み
。
私
を
見
て
い
る
。

私
は
起
き
上
が
り
、
顔
を
さ
わ
っ
た
。

お
爺
ち
ゃ
ん
「
す
ご
く
、
魘
さ
れ
て
い
た
が
・
・
・
大
丈
夫
か
い
？
」
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『
は
い
・
・
・
大
丈
夫
・
・
で
す
。
』

そ
の
後
、
私
は
外
に
出
た
。

い
い
天
気
・
・
・
・
・
。
私
が
ア
ク
ビ
を
し
て
い
る
と
。
さ
っ
き
の
老
人
が
私

の
武
器
を
渡
し
に
来
て
く
れ
た
。

お
爺
ち
ゃ
ん
「
本
当
に
い
い
の
か
い
？
」

『
は
い
、
、
、
ま
た
、
来
ま
す
。
あ
れ
？
・
・
・
綺
麗
に
な
っ
て
る
』

お
爺
ち
ゃ
ん
「
あ
、
、
、
あ
あ
、
こ
れ
は
。
あ
ま
り
に
汚
く
て
洗
っ
て
磨
い
だ

の
だ
よ
、
に
し
て
も
で
か
い
鋏
だ
ね
」

『
あ
っ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
は
い
・
・
・
。
』

私
の
相
棒
。
こ
の
鋏
は
私
、
鋏
は
私
。
私
は
老
人
に
別
れ
、
道
路
を
歩
い
て
い

る
と
目
の
前
に
。

堅
一
が
立
っ
て
い
た
。

堅
一
「
あ
、
来
た
か
。
美
紀
送
る
ぞ
」

『
え
・
・
・
い
い
よ
、
別
に
』

私
は
彼
を
見
つ
め
た
。
堅
一
・
・
・
。

す
る
と
、
彼
は
私
の
腕
を
と
り
。
胸
に
押
し
込
む
・
・
。
鼓
動
が
早
い
・
・
。

堅
一
「
・
・
・
・
い
つ
で
も
、
来
い
よ
。
ま
っ
て
る
。
」

『
う
ん
・
・
・
あ
り
が
と
う
、
皆
を
よ
ろ
し
く
』

そ
し
て
、
私
は
彼
の
頬
に
キ
ス
を
し
た
・
・
・
・
。



26

第
４
話
　
私
の
心
＆
新
た
な
男
の
子
　
第
５
話
　
新
た
な
恋
心
（
後
書
き
）

漢
字
間
違
い
あ
っ
た
ら
、
感
想
で
も
一
言
で
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
六
話
　
悲
し
い
出
来
事
　
第
七
話
　
本
当
の
気
持
ち
（
前
書
き
）

こ
こ
は
２
０
ｘ
ｘ
ｘ
年
。

ゾ
ン
ビ
タ
ウ
ン
、
東
京
。

家
に
帰
っ
て
き
た
美
紀
。
だ
が
、
部
屋
に
向
う
と
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
が
・
・
・

・楓
が
つ
い
に
動
き
出
し
た
（
？
）
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第
六
話
　
悲
し
い
出
来
事
　
第
七
話
　
本
当
の
気
持
ち

第
六
話
　
悲
し
い
出
来
事

『
た
だ
い
ま
・
・
・
・
』

私
は
家
に
帰
っ
た
。

（
さ
す
が
に
二
日
も
外
に
い
て
。
２
人
と
も
心
配
か
な
～
）

そ
う
考
え
て
い
る
と
、
上
か
ら
音
が
し
た

（
・
・
・
２
人
と
も
上
？
）

私
は
上
に
向
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
と
、
扉
を
開
け
る
と
・
・
・

『
！
？
・
・
・
・
や
っ
・
・
・
』

楓
「
ス
ー
ー
ー
」

理
奈
「
ん
ぅ
・
・
・
お
帰
り
な
さ
い
、
、
、
美
紀
さ
ん
」

私
、
呆
然
と
し
た
。

（
は
っ
裸
！
！
！
で
寝
て
る
！
！
！
！
？
？
）

す
る
と
、
楓
が
目
を
開
け
て
理
奈
に
く
っ
つ
く
。

楓
「
寒
い
」

理
奈
「
あ
っ
ご
め
ん
ね
。
で
も
、
も
う
起
き
て
」

『
あ
っ
あ
っ
・
・
・
』
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そ
し
て
、
彼
は
い
や
い
や
起
き
た
。

彼
は
私
を
見
て
、
び
っ
く
り
し
て
い
る
。

私
は
、
部
屋
を
出
て
台
所
に
い
っ
た
・
・
・

コ
ッ
プ
に
水
を
入
れ
て
、
い
き
よ
い
よ
く
、
飲
み
干
す
。

『
は
ぁ
は
ぁ
・
・
・
は
ぁ
～
・
・
・
・
』

（
胸
が
痛
い
・
・
・
）

私
は
そ
の
場
に
し
ゃ
が
ん
だ
・
・
・
。

彼
は
彼
女
と
ヤ
っ
た
・
・
・

（
ヤ
ッ
タ
ノ
ハ
、
カ
ノ
ジ
ョ
ノ
証
。
）

あ
る
本
で
私
読
ん
だ
こ
と
が
る
。
雑
誌
で
ヤ
っ
た
ら
、
も
う
そ
の
子
は
彼
（
彼

女
）
の
物
だ
と
・
・
。

（
（
「
ね
ぇ
、
な
ぜ
キ
ズ
イ
テ
ク
レ
ナ
イ
ノ
？
」
）
）

す
る
と
、
階
段
を
い
き
よ
い
よ
く
降
り
て
く
る
音
が
し
、
誰
か
が
こ
っ
ち
に
来

る
。

そ
れ
は
、
楓
の
姿
だ
っ
た
・
・
・

楓
「
美
紀
！
お
か
え
り
！
」

『
な
っ
う
わ
・
・
・
』

す
る
と
、
私
に
抱
き
つ
い
て
き
た
。

（
彼
は
・
・
・
）

私
は
彼
を
突
き
飛
ば
し
た
。
楓
は
い
き
よ
い
よ
く
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
。
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楓
「
い
て
て
・
・
・
・
」

『
さ
わ
ん
な
い
で
、
、
も
う
優
し
く
し
な
い
で
！
！
！
』

私
は
言
っ
た
後
、
地
下
室
に
向
っ
た
。

（
も
う
、
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
だ
よ
・
・
。
）

数
時
間
後
、
私
は
上
に
あ
が
っ
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
お
に
ぎ
り
が
お
か
れ
て
お
り
、
手
紙
が
あ
っ
た
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

美
紀
へ

　
　
　
　
こ
れ
を
、
食
べ
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
楓
よ
り

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

私
は
、
一
口
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
。

（
お
い
し
い
・
・
・
・
）

ナ
ミ
ダ
が
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
て
、
そ
の
せ
い
か
、
す
っ
ぱ
い
。

そ
の
後
、
事
件
が
起
こ
っ
た
。

（
楓
、
あ
な
た
・
・
・
馬
鹿
な
の
！
？
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
七
話
　
本
当
の
気
持
ち
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理
奈
「
美
紀
さ
ん
！
楓
が
！
！
！
！
！
」

『
え
？
？
・
・
・
ど
う
し
た
の
？
』

楓
と
理
奈
が
家
を
出
て
、
数
分
後
・
・
・
理
奈
だ
け
が
帰
っ
て
き
た
。

理
奈
は
す
ご
く
、
怯
え
て
は
ぁ
は
ぁ
と
言
っ
て
い
る
。

（
走
っ
て
き
た
の
か
？
）

「
楓
が
・
・
・
楓
が
・
・
・
飛
び
降
り
自
殺
を
・
・
・
。
」

『
・
・
・
は
ぁ
？
何
で
ま
た
！
』

私
は
理
奈
と
急
い
で
家
を
出
た
。

道
路
を
出
る
と
、
ゾ
ン
ビ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
私
は
走
り
な
が
ら
、
殺
す
が

理
奈
は
怯
え
て
い
て
・
・
・

理
奈
「
い
や
っ
！
来
な
い
で
！
」

『
理
奈
！
走
り
な
が
ら
・
・
！
あ
っ
！
美
香
に
と
っ
て
、
こ
れ
な
ら
殺
せ
る
て

物
、
や
つ
あ
る
？
』

彼
女
は
ま
だ
、
殺
せ
な
い
の
だ
。
一
か
ら
教
え
な
い
と
・
・
・
。

そ
う
言
う
と
、
彼
女
は
私
の
名
前
を
言
っ
た
。

理
奈
「
ア
ナ
タ
、
ア
ナ
タ
な
ら
殺
せ
る
」

『
・
・
・
・
。
あ
っ
ア
タ
！
？
な
ら
、
ゾ
ン
ビ
を
私
と
思
い
殺
し
て
！
お
ｋ
？

？
』

理
奈
「
お
ｋ
！
」

す
る
と
、
彼
女
は
鎌
を
降
り
飛
び
な
が
ら
殺
し
て
い
る
。
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（
か
っ
か
っ
こ
い
い
・
・
・
）

ゾ
ン
ビ
の
頭
を
飛
び
な
が
ら
自
由
自
在
に
鎌
で
切
る
。

何
か
・
・
い
い
の
か
、
悪
い
の
か
・
・
。

（
（
「
キ
ミ
が
そ
う
す
る
な
ら
、
ボ
ク
は
・
・
・
キ
ミ
を
」
）
）

楓
が
い
る
、
廃
墟
に
到
着
。
私
は
階
段
を
上
っ
た
。

楓
、
ど
う
か
死
な
な
い
で
・
・
・
！
私
を
お
い
て
い
か
な
い
で
！

扉
を
開
け
る
と
、
楓
は
靴
を
脱
い
で
い
た
。

『
か
・
・
・
え
・
で
？
そ
の
ま
ま
、
動
か
な
い
で
』

理
奈
「
楓
！
美
紀
さ
ん
を
連
れ
て
き
た
わ
よ
！
・
・
だ
か
ら
、
、
、
そ
こ
か
ら
」

楓
「
・
・
・
美
紀
？
」

す
る
と
、
楓
は
私
を
見
て
笑
い
、
笑
い
終
え
た
ら
無
表
情
に
な
っ
た
。

彼
は
銃
を
と
り
だ
し
た
・
・
・

『
楓
！
ダ
メ
！
死
ぬ
な
ん
て
、
考
え
な
い
で
！
』

楓
「
俺
は
死
な
な
き
ゃ
、
そ
う
し
な
い
と
、
美
紀
が
う
れ
し
く
な
い
だ
ろ
？
」

（
え
？
う
れ
し
い
？
・
・
・
・
）

私
は
、
下
を
向
き
、
ち
ょ
っ
と
笑
っ
た
。
理
奈
は
楓
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い

る
・
・
・

そ
の
笑
い
が
ど
ん
ど
ん
、
腹
の
そ
こ
か
ら
で
て
き
た

『
ア
ハ
は
ハ
ハ
ハ
は
は
っ
は
は
は
は
は
は
ｈ
！
！
！
！
！
！
そ
う
よ
、
は
っ
き

り
い
っ
て
死
ん
だ
ほ
う
が
い
い
わ
！
』

楓
「
！
そ
う
だ
よ
な
・
・
・
」
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銃
を
頭
の
横
に
。
私
は
ま
だ
笑
っ
て
る
。

こ
れ
で
、
も
う
終
わ
り
。

『
だ
け
ど
、
死
ん
で
ほ
し
く
な
い
。
だ
か
ら
・
・
・
』

私
は
、
走
っ
て
楓
の
目
の
前
で
走
る
・
・
・
。

そ
し
て
・
・
・
・

『
楓
、
好
き
だ
よ
・
・
・
・
。
』

楓
「
っ
！
・
・
・
み
・
・
き
！
」

バ
ン
！
ド
ス
・
・
・
・

私
は
、
楓
の
銃
を
取
り
上
げ
、
楓
を
抱
き
し
め
た
。
強
く
・
・
強
く
・
・

美
香
が
叫
ん
で
る
、
だ
が
声
が
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
る
。

そ
し
て
、
私
は
・
・
・

起
き
た
ら
、
綺
麗
な
空
だ
っ
た
。

（
夕
方
の
よ
う
だ
）

起
き
る
と
、
地
面
が
水
で
、
回
り
が
何
も
な
い
と
こ
ろ
。

（
こ
こ
は
・
・
・
・
何
所
？
）

楓
サ
イ
ド

楓
「
・
・
っ
い
て
ぇ
ー
・
・
・
美
紀
？
・
・
・
血
・
・
・
・
？
」

理
奈
「
楓
！
美
紀
・
・
・
さ
ん
」
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そ
こ
に
は
、
血
だ
ら
け
の
美
紀
が
い
た
・
・
・
。
お
腹
か
ら
大
量
の
血
が
出
て

い
た
。

美
香
は
驚
い
て
、
腰
を
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

す
る
と
、
扉
が
い
き
良
い
よ
く
開
く
、
そ
の
に
は
、
男
が
た
っ
て
い
た
・
・
・

堅
一
「
君
ら
な
に
を
・
・
・
美
紀
？
」

楓
「
ア
ナ
タ
は
。
」

理
奈
「
・
・
・
。
」

そ
し
た
ら
、
彼
が
俺
の
胸
倉
掴
む
、
彼
は
怒
っ
て
る
。

何
で
・
・
・
・
・
・
・
す
る
と
、
俺
は
記
憶
が
読
み
が
え
っ
た
。

『
ア
ハ
は
ハ
ハ
ハ
は
は
っ
は
は
は
は
は
は
ｈ
！
！
！
！
！
！
そ
う
よ
、
は
っ
き

り
い
っ
て
死
ん
だ
ほ
う
が
い
い
わ
！
』

『
だ
け
ど
、
死
ん
で
ほ
し
く
な
い
・
・
・
・
だ
か
ら
。
』

（あ
ん
ま
り
、
聞
こ
え
な
い
・
・
・
・
）

『
楓
、
、
、
好
き
だ
よ
・
・
・
・
。
』

彼
女
の
声
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
た
・
・
・

流
れ
る
、
記
憶
の
中
で
。

（
俺
は
・
・
・
俺
は
・
・
・
・
。
）

す
る
と
、
彼
は
言
っ
た
・
・
・

堅
一
「
て
め
ぇ
！
美
紀
に
な
に
を
し
た
！
！
！
！
」

楓
「
な
・
・
・
・
俺
・
・
は
・
・
・
何
・
・
も
」

理
奈
「
美
紀
さ
ん
は
・
・
・
・
死
ぬ
の
？
」
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す
る
と
、
彼
は
美
紀
を
だ
っ
こ
し
、
俺
ら
を
見
て
『
つ
い
て
こ
い
』
と
い
い
走

っ
た
。

俺
ら
は
た
だ
、
つ
い
て
行
く
し
か
な
か
っ
た
。

美
紀
サ
イ
ド

も
う
ず
い
ぶ
ん
、
歩
い
た
。

で
も
、
な
か
な
か
・
・
つ
か
な
い
。
人
も
い
な
い
し
、
ゾ
ン
ビ
も
い
な
い
・
・
。

た
だ
水
と
空
だ
け
。

す
る
と
、
空
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
・
・
・
・

そ
れ
は
、
美
香
と
楓
と
堅
一
と
老
人
の
声
だ
っ
た
。

堅
一
「
お
祖
父
ち
ゃ
ん
！
美
紀
が
銃
に
・
・
。
」

老
人
「
な
ん
じ
ゃ
と
！
す
ぐ
に
、
こ
こ
に
横
に
さ
せ
な
さ
い
・
・
・
お
婆
ち
ゃ

ん
！
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
い
！
」

老
婆
「
は
い
は
い
。
お
祖
父
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
ん
だ
い
」

そ
れ
は
、
何
か
あ
っ
た
よ
う
な
・
・
・
・
で
も
う
ま
く
聞
こ
え
な
い
。

テ
レ
ビ
の
嵐
が
混
じ
っ
て
聞
こ
え
な
い
。

老
人
「
そ
こ
の
２
人
は
な
ん
じ
ゃ
？
」

堅
一
「
美
紀
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
、
人
で
す
。
」

老
人
「
い
っ
た
い
、
何
が
あ
っ
た
の
か
い
？
」

す
る
と
、
が
た
ん
と
い
い
・
・
・
何
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。

（
何
が
あ
っ
た
の
・
・
・
・
？
）
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そ
し
て
、
私
は
ま
た
歩
く
。
そ
ろ
そ
ろ
夜
だ
・
・
・

楓
サ
イ
ド

理
奈
が
全
部
話
し
て
く
れ
た
、
廃
墟
で
何
が
あ
っ
た
の
か
・
・
俺
が
自
殺
し
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
。

す
る
と
、
彼
は
そ
れ
を
冷
静
に
聞
い
て
く
れ
た
。
俺
は
、
何
も
い
え
な
か
っ
た
・

・
・
。

（
全
部
俺
が
悪
い
だ
・
・
・
）

堅
一
「
っ
で
・
・
・
お
前
の
、
名
前
は
？
」

理
奈
「
え
ー
と
・
・
・
理
奈
で
す
」

堅
一
「
お
い
、
お
前
は
。
さ
っ
さ
と
言
え
よ
、
な
・
・
・
。
」

彼
は
も
の
す
ご
く
、
怒
り
を
だ
す
の
を
た
め
て
い
る
・
・
。

俺
は
彼
を
見
て
・
・
い
っ
た
。

楓
「
楓
・
・
・
。
」

堅
一
「
・
・
・
楓
、
か
・
・
・
お
前
か
。
」

楓
「
・
・
・
・
？
」

彼
は
、
顔
を
あ
げ
・
・
・
俺
を
見
た
。

そ
れ
は
真
面
目
で
目
を
ま
っ
す
ぐ
俺
の
目
を
と
ら
え
て
る
。
そ
し
て
、
口
が
動

く
。

堅
一
「
・
・
・
美
紀
が
、
も
し
助
か
ん
な
か
っ
た
ら
。
俺
は
お
め
ぇ
を
恨
む
・
・

・
だ
が
」
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彼
は
苦
笑
い
し
、
、
、
言
っ
た
。

堅
一
「
美
紀
が
嫌
が
る
こ
と
は
し
た
く
な
い
、
美
紀
は
言
う
だ
ろ
う
『
私
は
大

丈
夫
、
人
を
恨
ま
な
い
で
っ
て
』
て
な
」

俺
は
、
目
か
ら
ナ
ミ
ダ
が
こ
ぼ
れ
た
。

（
俺
は
許
さ
れ
た
の
か
？
・
・
・
）

胸
に
溜
め
込
ん
だ
水
が
目
か
ら
出
る
。
俺
は
美
紀
が
好
き
だ
ぁ
、
だ
が
俺
は
・
・

・
・
。

す
る
と
、
理
奈
が
俺
を
見
て
・
・
・
涙
目
で
言
っ
た
。

理
奈
「
ご
め
ん
ね
楓
。
も
う
、
あ
ん
な
こ
と
し
な
い
か
ら
・
・
だ
か
ら
・
・
っ
」

俺
は
、
そ
ん
な
美
香
の
声
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
・
・
・
。

彼
は
俺
の
背
中
を
さ
す
っ
た
。
美
紀
・
・
ど
う
か
、
助
か
っ
て
く
れ
・
・
生
き

て
俺
の
は
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。

美
紀
サ
イ
ド

『
あ
、
ま
た
・
・
・
声
が
・
・
・
。
』

声
は
皆
声
だ
っ
た
、
生
き
て
と
か
戻
っ
て
く
れ
と
か
・
・
・
。

（
戻
る
？
ど
う
や
っ
て
・
・
私
も
戻
り
た
い
け
ど
）

私
は
周
り
を
見
た
、
す
る
と
上
か
ら
一
つ
も
鋏
が
落
ち
て
き
た
。
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（
私
の
相
棒
・
・
）

『
相
棒
・
・
・
コ
コ
は
何
所
？
』

す
る
と
、
鋏
が
か
た
か
た
と
動
き
・
・
・
ど
っ
か
に
走
っ
て
い
く
。

（
ま
っ
ま
っ
て
！
）

私
は
そ
れ
を
追
い
か
け
た
。
鋏
が
早
い
、
私
は
転
び
な
が
ら
も
走
っ
た
。

す
る
と
、
明
か
り
が
見
え
て
き
た
・
・
・

「
ま
っ
て
！
！
！
！
！
」

私
は
手
を
か
ざ
し
て
、
光
の
先
へ

老
人
「
お
ぉ
！
生
き
返
っ
た
ぞ
！
」

堅
一
「
！
」

楓
「
え
ぅ
！
」

理
奈
「
！
？
」

『
は
ぁ
・
・
・
』

私
は
目
を
開
い
た
。
周
り
に
皆
が
集
ま
っ
て
い
た
。

動
こ
う
と
し
た
ら
・
・
横
腹
が
痛
ん
だ
。

『
っ
！
・
・
・
い
た
ぁ
・
・
・
。
』

老
人
「
動
く
じ
ゃ
な
い
よ
・
・
・
ま
だ
、
傷
が
ふ
さ
が
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
な
」

『
傷
？
・
・
・
』

堅
一
「
大
丈
夫
か
？
美
紀
」
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す
る
と
、
堅
一
が
心
配
そ
う
な
顔
で
私
を
見
た
。

（
い
っ
た
い
何
が
・
・
・
あ
っ
た
の
？
）

私
は
問
い
か
け
よ
う
と
し
た
が
・
・
・

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
、
人
が
あ
つ
ま
っ
て
き
た
。

『
ん
ま
・
・
・
大
丈
夫
』

堅
一
「
お
い
！
楓
、
こ
っ
ち
こ
い
よ
」

す
る
と
、
楓
と
理
奈
が
来
た
。
楓
は
私
を
見
て
ほ
っ
と
し
た
の
か
、
私
を
抱
き

し
め
た
。

（
彼
の
体
は
暖
か
い
・
・
・
）

堅
一
は
お
爺
ち
ゃ
ん
に
呼
ば
れ
て
、
部
屋
の
奥
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
楓
・
・
・
無
事
で
よ
か
っ
た
』

楓
「
・
・
・
ご
め
ん
・
・
・
な
・
・
・
。
俺
は
お
前
を
・
・
。
」

理
奈
が
大
き
い
声
で
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
！
」
と
い
い
・
・
・
楓
が
私
の
体
に

離
れ
た
。
理
奈
は
私
の
手
を
握
り
。

こ
う
い
っ
た
。

理
奈
「
ア
タ
シ
が
い
け
な
い
ん
で
す
！
楓
を
無
理
や
り
ヤ
ら
せ
て
。
」

『
・
・
・
・
無
理
や
り
？
』

私
は
、
首
を
か
し
げ
る
と
・
・
堅
一
が
「
楓
！
美
香
！
」
と
い
い
、
私
に
銃
を

む
け
る
。
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（
え
？
・
・
な
っ
な
に
！
？
）

す
る
と
、
老
人
が
叫
び
な
が
ら
こ
っ
ち
に
来
た
。

老
人
「
堅
一
！
最
後
ま
で
聞
く
じ
ゃ
！
」

堅
一
「
で
も
！
い
つ
、
ヨ
ミ
ガ
エ
ル
か
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
！
」

（
よ
み
が
え
る
？
な
の
こ
と
？
）

す
る
と
、
楓
と
美
香
は
私
に
離
れ
た
。

と
り
あ
え
ず
、
私
何
が
お
こ
っ
て
る
の
か
聞
こ
う
と
し
た
・
・
・

老
人
「
こ
の
子
わ
じ
ゃ
・
・
・
ま
だ
、
ハ
ー
フ
な
ん
じ
ゃ
！
」

堅
一
「
こ
の
化
け
物
っ
！
え
・
・
・
ハ
ー
フ
？
」
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第
六
話
　
悲
し
い
出
来
事
　
第
七
話
　
本
当
の
気
持
ち
（
後
書
き
）

は
い
、
続
き
ま
す
。

漢
字
間
違
い
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
言
と
か
感
想
の
ほ
う
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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第
８
話
　
真
実
　
第
９
話
　
決
心
＆
１
８
歳
（
前
書
き
）

こ
こ
は
２
０
ｘ
ｘ
ｘ
年
。

ゾ
ン
ビ
タ
ウ
ン
、
東
京
。

真
実
を
知
る
美
紀
た
ち
、
そ
の
直
後
・
・
・
何
か
に
襲
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
何
も
か
も
思
い
出
す
こ
と
に
な
る
美
紀
。
そ
し
て
何
か
を
決
心
す
る
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第
８
話
　
真
実
　
第
９
話
　
決
心
＆
１
８
歳

第
７
話
　
真
実

化
け
物
・
・
・
。

ハ
ー
フ
と
聞
い
た
瞬
間
。
周
り
が
静
ま
り
返
っ
た
。
ハ
ー
フ
？
二
分
の
一
？

す
る
と
、
老
人
は
私
に
近
づ
い
た
。
す
る
と
、
私
の
髪
の
毛
を
め
く
り
・
・
・

何
か
を
見
せ
る
。
す
る
と
、
周
り
は
騒
ぎ
始
め
る
。

「
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
子
は
あ
れ
を
作
っ
た
・
・
・
子
供
か
も
し
れ
ん
」

『
お
祖
父
ち
ゃ
ん
？
・
・
・
首
に
何
か
？
』

老
人
は
私
の
目
を
は
っ
き
り
見
て
、
言
っ
た
。

「
君
は
、
ゾ
ン
ビ
の
血
と
人
間
の
血
が
入
っ
た
・
・
・
ハ
ー
フ
の
子
な
ん
じ
ゃ

よ
。
」

『
・
・
・
へ
ぇ
？
』

私
は
、
一
回
自
分
が
・
・
・
聞
き
間
違
っ
た
と
思
い
。
苦
笑
い
を
し
て
・
・
・
。

『
嘘
で
し
ょ
・
・
・
？
冗
談
や
め
て
く
だ
さ
い
よ
・
・
・
あ
は
は
は
』

「
い
や
、
本
当
な
ん
じ
ゃ
・
・
・
首
の
こ
の
小
さ
な
三
角
や
つ
・
・
・
そ
の
証

な
ん
や
ぁ
」

嘘
で
し
ょ
・
・
・
・
。
た
し
か
に
、
小
さ
な
三
角
は
っ
て
る
け
ど
・
・
ホ
ク
ロ

だ
と
お
も
っ
て
て
・
・
・
。
私
は
頭
が
混
乱
し
。

手
で
、
そ
れ
を
触
る
。
そ
し
た
ら
・
・
・
・
映
像
が
流
れ
る
。

忘
れ
て
い
た
、
記
憶
が
全
部
流
れ
た
。
何
も
か
も
・
・
・
・
自
分
の
親
、
な
ぜ
、
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、
、
あ
ん
な
物
が
で
て
き
て
・
・
・
私
た
ち
を
襲
う
の
か
。

私
は
、
目
を
つ
ぶ
り
・
・
・
。
そ
れ
を
受
け
止
め
よ
う
と
し
た
・
・
・
す
る
と
、

、
、
誰
か
が
で
て
き
た
。

「
キ
ミ
は
ボ
ク
の
モ
ノ
」

「
ね
ぇ
、
な
ぜ
キ
ズ
イ
テ
ク
レ
ナ
イ
ノ
？
」

「
キ
ミ
が
そ
う
す
る
な
ら
、
ボ
ク
は
・
・
・
キ
ミ
を
」

す
る
と
、
殺
す
と
ゆ
う
声
が
聞
こ
え
た
。
皆
を
見
た
・
・
・
。
皆
叫
ん
で
る
・
・

・
あ
れ
、
皆
？

楓
が
私
を
呼
ぶ
声
も
、
美
香
が
私
の
手
を
掴
ん
で
放
し
て
く
れ
な
い
・
・
・
堅

一
は
銃
を
黒
い
人
を
打
ち
な
が
ら
・
・
・
私
を
呼
ん
で
る
。

何
？
何
が
・
・
・
・
私
の
左
目
が
、
熱
く
な
っ
た
。
そ
し
て
・
・
・
・

『
・
・
・
・
と
ー
り
ゃ
ん
せ
、
と
ー
り
ゃ
ん
せ
・
・
・
』

「
美
紀
さ
・
・
・
ん
・
・
・
ひ
ぃ
！
！
！
！
」

私
の
体
の
中
で
何
か
が
騒
い
で
い
る
・
・
・
な
ん
だ
ろ
う
こ
れ
・
・
・
は
。
す

る
と
、
私
は
黒
い
人
に
向
か
い
・
・
・
。

『
こ
こ
っ
は
ど
ー
こ
の
ホ
ソ
ミ
チ
っ
！
じ
ゃ
～
♪
』

私
は
ど
ん
ど
ん
、
殺
し
て
い
く
・
・
・
血
が
で
て
も
関
係
な
い
。
怪
我
し
て
も
、

関
係
な
い
。
だ
っ
て
私
は
・
・
・
・
作
ら
れ
た
オ
モ
チ
ャ
（
ゾ
ン
ビ
）
だ
も
ん
。

そ
し
て
、
全
部
殺
し
た
後
・
・
・
皆
私
を
見
て
い
た
。
私
は
今
、
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。
楓
が
私
を
見
て
、
近
づ
い
て
く
る
。
や
め
ろ
、
来
る
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な
！

今
の
私
は
、
、
、
ア
ナ
タ
ま
で
殺
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
！

「
美
紀
？
た
く
、
服
い
つ
も
汚
れ
て
る
な
・
・
・
」

『
・
・
・
っ
・
・
・
ち
か
・
・
・
よ
る
・
・
な
ぁ
』

「
や
だ
、
、
、
ね
ぇ
、
戻
ろ
う
？
」

私
は
、
ひ
っ
し
に
鋏
を
も
つ
手
を
押
さ
え
た
・
・
。
殺
す
な
、
殺
す
な
！
私
は

目
を
つ
ぶ
っ
た
・
・
・
。

す
る
と
、
甘
い
に
お
い
が
襲
っ
た
。
体
が
・
・
・
溶
け
て
い
く
感
じ
で
あ
る
。

私
は
ゆ
っ
く
り
と
、
目
を
開
い
た
。

そ
こ
に
は
、
楓
の
肩
が
あ
っ
た
・
・
・
。

「
ほ
ら
、
帰
ろ
う
・
・
・
・
家
に
」

『
！
？
・
・
・
．
．
．
．
．
．
楓
．
．
．
。
』

体
が
軽
く
な
り
、
私
は
目
を
閉
じ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
８
話
　
決
心
＆
１
８
歳

『
・
・
・
・
。
ん
ぅ
』

私
は
小
さ
く
目
を
開
け
た
・
・
・

上
に
は
白
い
、
い
や
薄
い
茶
色
の
天
井
が
あ
っ
た
。

横
に
は
寝
て
い
る
理
奈
が
い
た
、
ベ
ッ
ト
の
横
に
寝
る
理
奈
を
見
て
・
・
・

自
分
の
横
を
見
る
と
・
・
・
・
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楓
「
・
・
お
は
よ
う
」

『
！
！
！
・
あ
っ
・
・
・
楓
』

私
は
そ
っ
と
起
き
上
が
り
、
腹
を
触
っ
た
。

や
は
り
、
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
る
、
そ
し
て
肩
に
も
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
た
。

（
三
角
を
隠
す
よ
う
に
）

『
・
・
・
や
っ
ぱ
、
あ
れ
は
。
』

楓
「
あ
の
さ
、
美
紀
と
堅
一
と
の
関
係
は
ど
ん
な
感
じ
な
の
？
」

『
え
っ
・
・
・
・
？
』

起
き
て
、
そ
の
話
題
で
す
か
・
・
・
。

私
は
、
楓
を
見
て
い
っ
た
。

『
う
～
ん
・
・
・
友
人
？
』

楓
「
ふ
～
ん
、
友
人
ね
ぇ
～
」

『
？
』

ま
っ
た
く
意
味
が
わ
か
ら
な
い
で
す
が
？

ま
～
い
い
か
堅
一
に
お
礼
言
わ
な
き
ゃ
、
あ
と
お
祖
父
ち
ゃ
ん
に
。

ん
？
ど
う
や
っ
て
服
・
・
・
家
に
帰
っ
て
来
て
た
ん
だ
？

私
は
、
楓
に
質
問
し
よ
う
と
し
た
と
き
・
・
ド
ア
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
た
。

び
っ
く
り
し
、
シ
ー
ツ
を
握
っ
た
。
ド
ア
は
ゆ
っ
く
り
と
開
け
ら
れ
た
。

堅
一
「
あ
っ
美
紀
、
お
は
よ
う
・
・
・
ご
飯
食
べ
る
か
？
」

『
え
っ
・
・
う
ん
、
で
も
何
で
堅
一
が
い
る
の
？
』

楓
「
あ
そ
こ
は
も
う
、
使
え
な
い
ら
し
い
・
・
・
だ
か
ら
、
こ
っ
ち
に
来
た
ら

し
い
」
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あ
そ
こ
が
も
う
・
・
・
あ
っ
黒
い
人
が
来
た
時
。

脳
裏
に
映
像
が
ま
た
流
れ
た
。

『
な
っ
な
る
ほ
ど
・
・
・
お
祖
父
さ
ん
い
る
よ
ね
』

堅
一
「
あ
あ
、
い
る
が
」

『
あ
と
で
、
お
礼
言
っ
て
お
か
な
い
と
・
・
・
。
』

す
る
と
、
む
く
っ
と
理
奈
が
起
き
た
。

私
の
顔
を
見
て
、
何
か
を
勘
ず
い
た
の
か
頬
を
触
っ
た
。

理
奈
「
何
所
か
危
険
な
と
こ
ろ
、
い
く
ん
で
す
か
？
」

『
え
ぇ
っ
？
ぅ
う
～
ん
行
か
な
い
よ
・
・
・
・
』

苦
笑
い
・
・
・
・
・
。

そ
し
て
、
私
は
ど
ん
ど
ん
復
活
し
て
い
っ
た
。

１
年
経
ち
、
私
は
１
８
歳
に
な
っ
た
。

こ
の
意
味
は
私
に
も
わ
か
っ
て
い
た
・
・
・

私
は
あ
と
１
年
で
強
い
オ
モ
チ
ャ
（
ゾ
ン
ビ
）
に
な
っ
て
し
ま
う
っ
て
こ
と
・
・

・そ
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ド
・
サ
リ
ン
社
が
も
う
じ
き
・
・
私
を
取
り
戻
し
に
来
る
こ

と
を
。
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第
８
話
　
真
実
　
第
９
話
　
決
心
＆
１
８
歳
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
。
。
。

漢
字
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
言
で
も
感
想
の
ほ
う
へ
書
い
て
く
だ
さ
い

次
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
２
に
い
き
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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